











































かつて河合は、『明恵 夢を生きる』（京都松柏社 1987 年）において、明恵が記したいわゆる夢記 1)



















査団（代表者 築島裕）編『明恵上人資料第二』所収の「明恵上人夢記 高山寺蔵」（東京大学出版 1978























                                                   
2) これまで、高山寺外に存する夢記は、資料の点数が極めて多く、所蔵者も多岐に渡っており、調査研究上の障害
が少なくなかったが、近年、奥田らが目録化し、さらにこの夢記の翻刻・訓読・現代語訳・語釈・考察を行い、






年月日 動物 夢の概要 出典・頁数 
建久 7 年（1196 年）8 月〜9 月頃 鳥（孔雀） 金色の大孔雀が二羽。明恵はこの孔雀より二巻の経
を得ると思った。 
夢記 pp.116-117 
建久 7 年（1198 年）5 月 7 日 馬 明恵は、一頭の金色の大きな馬に乗った。馬は懐き
明恵の手をそっと噛んだ。 
山外本夢記 p.117 
建仁 3 年（1203 年）11 月 16 日 龍 家の中で天・龍・夜叉が護衛していた。 山外本夢記 p.132 
建仁 3 年（1203 年）11 月 19 日 鹿 御道場の中門に大鹿が子鹿を連れていた。明恵はこ
の鹿を飼った。 
山外本夢記 p.135 
建仁 3 年（1203 年）11 月 23 日 麒麟 磐石の上に麒麟がとどまっていた。 山外本夢記 p.145 
建仁 3 年（1203 年）11 月 29 日 鳥 材木や雑物でできた大きな鳥。明恵は「材木なので
倒れかかるに違いない」と思ったが無事であった。 
山外本夢記 p.153 
建仁 4 年（1204 年）1 月頃 馬 大水の夢。深さは馬の膝の節に至ったが、結局無事
に対岸まで渡ることができた。 
夢記 p.120 
建仁 4 年（1204 年）1 月 12 日？ 犬 明恵は、一匹の子犬を釣り針のようなもので苦しめ
た。 
山外本夢記 p.285 











元久元年（1204 年）1 月 7 日？ 犬 小さい犬たちが、獅子の像の下に集まった。 夢記 p.122 
元久元年（1204 年）2 月 10 日 馬 糸野の護持僧二人が馬より落ちた。 夢記 p.122 
元久元年（1204 年）9 月 11 日 鳥（鴿・雀） 紀州の庵室、湯屋。雀は灰の中に落ち、鴿は樹に居
た。雀は死んだ。 
夢記 pp.120-121 
元久 2 年（1205 年）7 月 25 日 馬 一尺ほどもある角の生えた馬がいた。 山外本夢記 p.168 





建永元年（1206 年）6 月 6 日 魚（鰐） 海中に角の生えたサメがいて、明恵は、これは近々
死ぬだろうと思った。 
夢記 p.128 
建永元年（1206 年）6 月 10 日 たこ？ 亀 たこのような生き物が家の中を動き回っていた。そ
れを池に投げ込むと亀のような形になり沈んだ。 
夢記 p.129 
建永元年（1206 年）6 月 15 日 犬 明恵が乳鉢を持っていると白い犬がそれを欲した。 夢記 p.129 
建永元年（1206 年）6 月 18 日 犬 白色と香の色の二匹の犬。後者の犬はとても愛おし
い。白犬は火に入るが焼けなかった。 
夢記 pp.129-130 
建永元年（1206 年）11 月 14 日 鹿 明恵は、一頭の鹿の皮を首より下を剥ぎ取った。 山外本夢記 p.181 
建永元年（1206 年）12 月中旬 ムカデ ムカデが懐の中に入った。 夢記 p.132 
建永元年（1206 年）12 月 28 日 魚 水の面に不思議な文様を描いた。その中に小さな魚
が入り遊んだ。 
夢記 p.133 
建永 2 年（1207 年）5 月 29 日 象 白象に乗った帝釈天の夢。 山外本夢記 p.184 
承元 3 年（1209 年）4 月 11 日 鹿 一頭の鹿が人語を解し様々な話をした。後に童子に
姿を変えた。 
山外本夢記 p.197 
建保 2 年（1214 年）11 月 28 日 馬 文殊堂の前に馬が二頭いた。 山外本夢記 p.354 





承久 2 年（1220 年）10 月 26 日 ムカデ？ 大きなムカデのような虫が尼の手をさした。 夢記 p.141 
承久 2 年（1220 年）11 月 13 日 猿 頭の大きな猿が懐いてきたので、坐禅を教えた。 夢記 p.142 
承久 2 年（1220 年）11 月 20 日 馬 一頭の馬が馴れてきたが、少しも動かなかった。 夢記 p.142 
承久 2 年（1220 年）12 月の夜 馬 馬が、外から坊にやって来た。 夢記 p.142 
承久 3 年（1221 年）2 月 14 日 魚、亀 池の水が溢れ他の小さな池と繋がった。魚と亀はみ
な小さい方へ行った。 
夢記 pp.143-144 
承久 3 年（1221 年）5 月上旬 魚 清く澄んだ池の中から鰻のような魚が跳ね上がっ
た。 
夢記 pp.144-145 




承久 3 年（1221 年）8 月 18 日 馬 清く澄んだ池の中を馬に乗って遊んだ。 夢記 p.152 
承久 3 年（1221 年）8 月 27 日 ミミズ 大きなミミズのいる夢。 夢記 p.152 
承久 3 年（1221 年）9 月 12 日 蛭 蛭は次第に大きくなり、庭の中の草を食べていた。
足が四本あり、顔は鳥のようであった。 
夢記 pp.153-154 
承久 3 年（1221 年）12 月 7 日 鳥（鶏）、馬 懐中に鶏の卵があり鳥の子が生まれた。また一頭の
馬が鳴いた。 
山外本夢記 p.243 
貞応元年（1222 年）6 月 2 日 犬 一匹の黒い犬の夢。足にまとわりつき、明恵は「ず
っと以前から飼っていた」と思った。 
夢記 p.156 











嘉録 2 年（1225 年）6 月 2 日 亀 懐の中の木亀が、木製であるにも関わらず生きてい
た。明恵は、この亀を飼おうと思った。 
山外本夢記 p.258 






寛喜元年（1229 年）2 月 2 日 魚 底の深い淵の中で手で魚を捕らえた。魚は手から逃
げなかった。 
山外本夢記 p.274 
寛喜 3 年（1231 年）3 月 11 日 馬 馬で大きな河を渡ろうとしたが、考えた末、自分の
代わりに小児を馬に乗せた。 
夢記 p.163 
寛喜 3 年（1231 年）3 月 1？日 龍 我が身が一尺ばかりの龍になった。 夢記 p.163 
寛喜 3 年（1231 年）3 月 1？日 犬、鮑 疲れた犬がいた。汚れてはおらず、自身の心の清浄
さの表れと思った。懐に物があり出すと鮑だった。 
夢記 pp.163-164 
？年？月 19 日 魚 の よ う
な石、鹿く
ら い の 大













？年 5 月 7 日 馬 駿馬と美女の夢。 山外本夢記 p.365 
？年 6 月 1 日 鹿 鹿を飼育した。鹿は馴れていて驚かなかった。 山外本夢記 p.368 





？年 6 月 4 日 鳥（トビ・
雀） 
トビが雀の子をとり、雀の子は悲しくて叫んだ。 山外本夢記 p.367 
？年 11 月 2 日 犬 一匹の大きな犬が馴れて首を舐めた。 山外本夢記 p.382 
？年 7 月 1 日 ムカデ ムカデが脇息の上に来た。 山外本夢記 p.394 
？年 7 月 3 日 ムカデ、鳥 大ムカデ、飛ぶ鳥の夢。 山外本夢記 p.394 
？年？月 19 日 鳥（雀） 一羽の雀が人間に変化し、逃げ去った。 山外本夢記 p.403 
？年？月 19 日 犬 一匹の黒犬が病気で苦しむ夢。明恵はこの犬を看病
した。 
山外本夢記 p.405 
？年？月 22 日 蛇 ある人が蛇を持ちこれを枝にかけた。 山外本夢記 p.405 
？年？月 23 日 犬、狐 犬を見たり狐がなく声を聞いたりした。 山外本夢記 p.414 














物の回数は、馬 12 回、犬 12 回、鳥（雀・トビなど）11 回、魚 7 回、鹿 6 回、ムカデ 4 回、亀 4 回、
蛇 3 回、龍 2 回、麒麟 2 回、鼠 2 回、馬麟 1 回、蛸 1 回、羊 1 回、牛 1 回、鮑 1 回、雨蛙？1 回、エ














る。例えば、建仁 4 年（1204 年）1 月頃［夢記：120］、明恵は、養父の前山兵衞良貞と一緒に馬に
乗っていて、二条大路が出水ですっかり冠水してしまい、水の深さが馬の膝あたりまでくるという夢
を見ている。結局、夢の中で明恵は「広くは出でたれども浅かりけり」［久保田・山口：56］と思っ



































































































































例えば、元久元年（1204 年）9 月 11 日の夢［夢記：120-121］では、湯屋で、雀が灰の中に落ちて
しまい、その雀は、取り上げた明恵の手の中で「死に了」［久保田・山口：57］るという結末を迎え
ている。 
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